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年頭のご挨拶 

公益社団法人 群馬県畜産協会 

会長 大澤 憲一 

 新年明けましておめでとうございます。皆様方には、

すこやかな新春を迎えられたことと、お慶び申し上げ

ます。 

 また、平素から、本会の業務に対しまして、ご支援、

ご協力いたただいておりますことに、心から感謝を申

し上げます。 

 畜産の情勢は、ここ数年畜産物価格が堅調に推移し

ていることから、経営も比較的安定した状況が続いて

いると思われます。 

 しかし、配合飼料価格や輸入粗飼料などの価格は、

昨年後半からの急激な円安の影響などで値上がり傾向

にあります。加えて、次期アメリカ大統領にトランプ

氏が決定して以降、ＴＰＰの発効は極めて困難になっ

たと考えられますが、ヨーロッパ等とのＥＰＡやＦＴ

Ａなどの２国間協議が進められており、ＴＰＰ以上に

厳しい条件での契約締結もささやかれるなど、畜産業

にとっては先行き不透明な状況は解消されておりませ

ん。 

 本県の畜産は、平成 27 年の産出額で 1,098 億円と前

年を 58 億円ほど上回り、県農業産出額 2,550 億円の

43.1％を占める群馬県農業の基幹部門として、県農業

の牽引役となっています。 

 今後も群馬県の畜産が維持・発展していくためには、

安全・安心な畜産物の生産はもちろんのこと、消費者 

が食べてみたいと思う食肉、鶏卵、ハチミツ等を作

り出すとともに、今まで以上に飼養技術の向上、生

産コストの削減等により、畜産基盤の強化等に取り

組む必要があると考えます。 

 昨年は、鳥取中部地震や熊本地震、北海道など北

日本への度重なる台風の上陸など、自然災害の多か

った年でした。今後も地球環境の変化などで、これ

まで以上に自然災害の増加も懸念されております。

今年も「備え」の大切な年になると思います。 

 本会としては、本年も安定的な畜産経営を継続す

るための経営支援をはじめ、家畜・畜産物の価格安

定対策、家畜や農場の衛生対策、消費者ニーズであ

る安全な畜産物を提供する生産衛生の推進、畜産応

援団を確保するための理解増進、畜産経営の人材確

保など、群馬県畜産協会としての役割が十分に発揮

できるように、関係各位との連携の下に全力で各種

事業に取り組んで参りたいと存じます。 

 平成 29 年が群馬県の畜産にとって、ますます飛躍

する年となるように願うとともに、本会が実施して

おります各種畜産振興関連事業に対しまして、皆様

方からの一層のご支援・ご協力を心からお願い申し

上げまして、年頭にあたりましてのご挨拶とさせて

いただきます。 

群馬の畜産 みんなの情報室 
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大澤憲一会長 群馬県功労賞を受賞 

理事会の開催 

 平成 28 年 11 月 18 日および 11 月 25 日に、畜産農

家や関係機関等を対象とした吾妻地域および利根沼

田地域特定家畜伝染病防疫演習を開催しました（共

催：吾妻および利根沼田農業事務所）。 

 吾妻地域では、まず家畜保健衛生所に特定家畜伝染

病や管内における発生時の防疫対応について説明を

していただきました。 

その後、出席者が 2 人 1 組になり、防護服の着脱演

習を行いました。 

吾妻地域防疫演習 防護服着脱演習の様子 

 国内において、高病原性鳥インフルエンザが相次い

で発生しています。これをふまえて、本会は県養鶏協

会および県畜産課とともに、『高病原性鳥インフルエ

ンザへの備えを万全に 農場が実施する具体的な対

策事例』を作成し、県何の養鶏農家全戸に配布しまし

た。 

 「発生の予防」「早期の発見・通報」および「迅速・

的確な初動」― 家畜伝染病による被害を最小限に止

めるため重要なポイントです。 

この事例集では、「発生の予防」の具体的な対策（消

毒薬の使用量、方法等）を農場内で共有できるよう、

視覚化しました。 

 農場段階の発生予防をより強固なものにするため

に、参考にしていただければと思います。 

冊子のご要望等がございましたら、本会までお気軽

にご連絡ください。 

 

 平成 28年 11月 18日に群馬県 JAビルにおいて本会

理事会が開催され、平成 28 年度変更事業計画および

補正予算などについて承認されました。 

特定家畜伝染病防疫演習を開催しました 
 利根沼田地域では、大規模養鶏場における高病原

性鳥インフルエンザの発生を想定した、利根沼田振

興局特定家畜伝染病緊急対策本部における各班ごと

の対応について具体的な説明と検証が行われまし

た。 

 出席者の皆様からは、作業の流れを理解すること

が出来たといったご感想をいただきました。一方で、

実際にやることになったら、動けるかどうか不安と

いったご意見もいただきました。 

私も今回、防護服の着脱の体験をしましたが、ウ

ィルスを侵入させないように、また持ち出さないよ

うに着脱をすることの難しさ、息苦しさは、予想を

上回るものでした。実地演習を重ねることで見えて

くるものがあることを痛感しました。 

関係機関と協力して、今後も演習を重ねることが

重要だと考えています。 

 

決議事項 平成 28 年度変更事業計画及び補正予算の

承認について 
報告事項 職務遂行状況報告など 

県政、地方自治、社会福祉、産業界等の各般の分野

において功績のあった方を群馬県が表彰する「群馬県

功労賞」の農業分野で、本会会長・大澤憲一氏が選ば 

れました。 

 大澤会長の今後ますますのご健勝ご活躍をお祈り

申し上げます。 

 

高病原性鳥インフルエンザへの 

備えを万全に！ 
～ 対策事例集の作成・配布 ～ 
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乳用牛セリ市が始まる 

関東地区ホルスタイン共進会が開催 

 平成 28 年 11 月 22 日 ～ 23 日に、埼玉県熊谷市の

埼玉県農業技術研究センター玉井試験場において、第 

18 回関東地区ホルスタイン共進会が開催されました。 

当日は、1 都 6 県の 94 頭が一堂に会し、活気溢れる

共進会でした。 

群馬県からは、前号にも掲載した第 20 回群馬県畜

産共進会・乳牛の部で優秀な成績を収めた 15 頭が出 

 

ピーチヒル マッカチェン ブーツレグ 

ナカコー キャプテン マックス  

 

平成 28 年 11 月 25 日に、群馬県渋川家畜市場にて

『渋川家畜市場乳用牛セリ市』が開催されました。 

県内飼育牛を対象とした乳牛のセリ開催は、初めて

の試みでしたが、購買者、参観者でセリ場が満杯にな

るほどの、盛況となりました。 

セリには、子牛 2 頭、成牛 75 頭の計 77 頭が出品さ

れました。 

取引最高価格は 1,191,240 円（税込）で、他にも 100

万円を超える牛が 4 頭いました。 

 

高値の要因としては、①出場牛が 77 頭と多く、購

買者が多数集まった②出場したのはすべて登録牛で

あり、能力の高い牛や系統の良い牛が多かった③和牛

や F1 を受胎している出品牛も多く、和牛子牛の高値

が影響したといったことが考えられました。 

次回の市場へ向けて乳牛の登録を進める酪農家も

多く、登録促進効果や初妊牛の導入が多い群馬県にお

ける県内の育成牛流通の活発化が期待されています。 

品されました。 

成績は 15 頭中 11 頭が優等賞に入るとともに、名誉

賞 2 頭、準名誉賞 1 頭を受賞する等、群馬県の改良の

成果が発揮される素晴らしい結果となりました。 

今後も生産者と関係者が協力し、より良い牛作りが

できるよう、努力していきたいと思います。 

未経産牛名誉賞 清水 邦男 

 

未経産牛準名誉賞 県立中之条高校  

 

ゴッドフレイ ラティチュード ローズ 

 

経産牛名誉賞 三輪 圭吾 

 

サンチェス ナイト 
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 平成 28 年 12 月 1 日 ～ 5 日に、群馬県食肉卸売市

場において第 24 回群馬県枝肉共励会（肉牛の部）が

開催されました（主催：群馬県食肉品質向上対策協議

会）。交雑牛 67 頭、和牛 53 頭の計 120 頭が出品され、

交雑牛の 3 等級以上率は 66％、和牛の 4 等級以上率は 

 79％と、どちらも肉質良好な枝肉が多数出品されま 

酪農の新規参入者支援 

新規参入者等確保育成セミナーを開催 
 平成 28 年 11 月 30 日、現在県内で進めている「酪

農の経営継承」支援の一環として、県や JA、生産者等

を対象とした「酪農の新規参入者等確保セミナー」を

初めて開催しました。 

 講師には、JA 浜中町参事・高橋勇氏と日本獣医生命

科学大学 システム経営学教室准教授・長田雅宏氏を

お招きしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 24 回群馬県枝肉共励会（肉牛の部） 

ぐんまふれあいミートフェスタが開催 
した。 

 交雑種の部の名誉賞は阿久澤和明氏、和牛の部の名

誉賞は加藤牧場でした。㈱加藤牧場は３年連続で名誉

賞を受賞しており、日頃の飼養管理技術の高さが現れ

た結果だと思います。 

JA 浜中町では、30 年以上にわたる就農者研修牧場

の運営を通じて、組合員の 2 割以上を自ら育成確保し

てきました。 

高橋参事からは、『JA 浜中町における新規就農者確

保育成の取組み』と題して、JA 浜中町が実施する新規

就農支援の取り組みや、運営する就農者研修牧場につ

いて説明をいただきました。 

積極的な人材募集と地域関係機関の濃密な連携に

より、新規参入者を支援する体制が整備され、着実に 

 

実績を重ねてこられたお話をしていただきました。 

長田准教授は、関東・東山での酪農の新規参入事例

から、経営の調査研究を行っており、『酪農新規参入

の成功要因と課題』と題して、ご自身の研究内容から、

酪農における新規参入の状況と、個別の就農事例の調

査に基づき、成功した事例の要因分析と成功するため

の方法について示唆いただきました。 

 県内の畜産農家の戸数は減少の一途をたどり、酪農

においては、平成 7 年からの約 20 年間で 6 割の農家

が離農、もしくは酪農部門を廃業しています。 

 将来にわたり、消費者に対し安全、かつ安定的に生

乳を提供できるよう、酪農の経営基盤の維持を図る取

り組みを、今後とも推進していきたいと思います。 

 

 

JA 浜中町・高橋 参事 

 

日本獣医生命科学大学

授 

 
長田 准教授 
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子豚の広場ちびっ子写生大会が開催 
群馬県養豚協会は、平成 28 年 10 月 29 日 ～ 30 日

に畜産フェスティバルのイベントとして、「子豚の広

場ちびっ子写生大会」を群馬県馬事公苑敷地内で開催

しました。 

この写生大会は、消費者の皆様に養豚や豚肉への 

理解を深めていただくことが目的です。 

 大会では、ご来場いただいた保育園・幼稚園児（第

1 部）、小学生（第 2 部）に、囲いの中に放たれた子

豚 3 頭をクレヨンで写生してもらいました。今年度

は、460 点の作品の応募があり、その中から、金賞 2

点、銀賞 10 点、銅賞 20 点を選び、表彰しました。   

どの作品からも、普段接することができない、豚を

実際に描いて表現することへの一生懸命さが伝わっ

てきます。 

 入賞者 32 点については県庁展望ホールで展示しま

した。 

女子力発揮推進事業 地域間交流会 

           ～ 宮城県・福島県・群馬県 ～ 
平成 29 年 1 月 16 日に、福島県本宮市において、宮

城県・福島県・群馬県の和牛や F1 の肥育・繁殖、酪

農経営に携わる女性の地域間交流会を開催しました。

（共催：(一社)宮城県畜産協会、(公社)福島県畜産振興

協会） 

宮城県からは 3 名、福島県からは 8 名、群馬県から

は 9 名の女性が参加し、福島県家畜市場の視察、意見

交換、東北共同乳業施設見学を行いました。 

 

 

また同日、焼肉試食会を約 3 千人の方々に県産豚肉 

4 頭分を提供しました。両イベントとも生産者、生団

体事務局の皆様のご協力により無事開催することが

できました。ご協力ありがとうございました。 

福島県家畜市場は、福島県畜産振興会が管理業務を

行う全国でもめずらしい市場です。 

交流会当日は、年明けの初セリで、福島畜産

mother’s クラブ e-EN の皆様が、来場者に牛汁をふ

るまっていました。愛情のこもった牛汁に心身ともに 

ほっこりと温まった後、福島県畜産振興協会・鈴木専

務理事に案内していただき、市場を視察しました。 

午後からは、東北共同乳業に移動し、前述の

mother’s クラブ e-EN が用意してくださったマザー

ズシチュー（東日本大震災後、応援への感謝を込めて

商品を開発されたそうです）等を昼食にいただきなが

ら、活動報告や意見交換を行いました。 

一般財団法人畜産環境整備機構・原田英男副理事長

の進行の下、「私にとっての畜産の仕事」というテー

マで、参加者 1 人づつが現在の経営や将来の夢につい

て語り、それを踏まえて、法人化や技術導入にスポッ

トをあてた意見交換が活発に行われました。 

 畜産現場において、自らの仕事に誇りをもち、日々

奮している女性が、経営そして地域のリーダーとして

活躍していくために、今後も地域内外での交流を深め

るとともに、その輪が広がっていくような場を設ける

ことが重要だと考えています。 

福島畜産 mother’s クラブ e-EN 会員の方と交流 

福島県家畜市場の視察 

意見交換も盛り上がりました 

✿ 金賞・銀賞 受賞者の作品 ✿  
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  価格安定事業の状況 平成 29 年 1 月 20 日現在 
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馬飼養衛生管理技術地方講習会の開催 

平成 28 年 12 月 14 日、 公益財団法人群馬県馬事

公苑において、「馬飼養衛生管理技術地方講習会」を

開催しました。 

本会は、県内の馬飼養者に対して飼養実態調査を実

施しています。その設問のひとつに「飼養している馬

を何歳まで飼いますか？」というものがあり、多くの

飼養者から「生涯」という回答をいただきました。そ

こで、群馬県農政部畜産課、県家畜保健衛生所、群馬

県馬術連盟および実際に馬を診療する獣医師等から

構成する「地域馬飼養衛生管理体制整備委員会」で、

話し合いを重ね、「高齢馬の栄養管理」をひとつの柱

として、冒頭の講習会を開催することとなりました。 

講師には、日本中央競馬会（JRA）馬事部防疫課・

青木基記先生をお迎えし、「高齢馬の飼養（栄養）管

理と馬インフルエンザの予防方法」について、講演し

ていただきました。 

青木先生には、①馬の消化生理の特徴、②栄養素、

③飼料、④飼養管理、⑤歯の解剖と疾患という飼養管

理のお話と⑥馬インフルエンザ、⑦ワクチンプログラ

ムといった疾病対策の話題について、講義途中での質

疑応答を交えながら、丁寧に講義していただきまし

た。 

 人でも「歯は大切だ」といわれますが、馬でも歯は

胃や腸と同様、消化器の一部として認識されていて、

デンタルケアが近年特に注目されてきているとのこ

とでした。 

 馬インフルエンザについては、①ワクチン接種は、 

2 回の基礎免疫の後は半年に一回ごとの補強接種が

基本であること②欧州で発生しているタイプのウイ

ルス株をもつ新しい追加ワクチンが平成 28 年 8 月に

販売されていたこと③馬インフルエンザの診断には 

 

広く使われていた「エスプライン」より、「クイック

チェイサーFlu A,B」の方が感度に優れているといっ

た情報もいただきました。 

高齢馬を飼養している受講者からは、自分の使っ

ている飼料設計に関する問題の有無、必要な改善点

など具体的な質問が出ました。 

その他の受講者からも、「高齢馬の飼養・管理は避

けては通れないので大変ためになった。質問したい

が、多くの方がならんでいるので後で、メールでい

っぱい質問します」というお声をいただきました。 

飼養者の皆様は、不安を抱きつつ、試行錯誤で飼

養管理をされているのだなという感想を持ちまし

た。 

資料をご覧になりたい方は、余分を公益財団法人

群馬県馬事公苑に置かせていただきましたので、お

立ち寄り下さい。 

青木先生のご講演の様子 

第 20 回群馬県はちみつ品質向上共励会の開催 
群馬県養蜂協会は、県産はちみつの品質、生産技

術向上と消費者への理解醸成などを目的に、10 月 26

日に群馬県庁県民ホールにおいて、平成 28 年度はち

みつ品質向上共励会を開催しました。 

県内の 9 支部より 100 点（うちアカシア 49 点、百

花 51）が出品されました。 

審査員が糖度と色沢、風味といった項目を評価し、 

群馬県知事賞、群馬県畜産協会長賞、（一社）日本

養蜂協会長賞各 1 点、県養蜂協会長賞 6 点が選出さ

れました。 

審査終了後には、出品されたはちみつの即売会が

開催されました。開始前から多くの方々に並んでい

ただき、瞬く間に完売となりました。 

 

第 20 回群馬県はちみつ品質向上共励会 上位入賞者 

出品されたはちみつ 
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「
酒
」
「
酔
」
「
酌
」
…
酒
に

関
係
す
る
漢
字
に
は
、「
酉
」
が

付
く
も
の
が
多
い
。
元
来
、
酉

が
酒
壺
を
表
す
象
形
文
字
で
あ

っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う

（
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
『
も

っ
と
お
酒
が
楽
し
く
な
る
「
日

本
酒
読
本
」』。 

「
君
が
た
め 

醸
み
し
待
酒 

安
の
野
に 

独
や
飲
ま
む 

友
無

し
に
し
て
」（
万
葉
集
、
大
友
旅

人
）
日
本
で
は
、
古
い
状
態
を

断
ち
切
り
、
新
し
い
世
界
へ
と

向
か
う
通
過
儀
礼
の
際
に
酒
が

飲
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
人

が
集
ま
る
こ
と
を
待
っ
て
そ
の

た
び
に
造
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
待
ち
酒
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う

だ
（
栗
山
一
秀
『
ア
ル
コ
ー
ル

と
栄
養
―
お
酒
と
う
ま
く
付
き

合
う
た
め
に
―
』
光
生
館
）。 

世
界
情
勢
の
変
化
、
熊
本
・

鳥
取
地
震
や
東
北
・
北
海
道
で

の
大
雨
被
害
な
ど
多
く
の
天
変

地
異
が
起
こ
っ
た
二
〇
一
六
年

を
表
す
漢
字
第
三
位
に
は
、

「
変
」
が
選
ば
れ
た
。
自
分
の

意
思
と
は
関
係
な
く
数
多
の
こ

と
が
変
化
す
る
中
で
迎
え
る 

二
〇
一
七
年
酉
年
。
折
に
触
れ

て
飲
む
待
ち
酒
が
、
心
を
温
め

る
よ
う
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
…
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています 

みんなで行こう！ケイバ！南関東４競馬場開催日程 

地方競馬 場外発売日程 

◆ＢＡＯＯ高崎 

群馬県高崎市岩押町 12－16 

お問合せ：027-322-5192 

◆オフト伊勢崎 

群馬県伊勢崎市宮子町 3074 

伊勢崎オートレース場  

グリーンスタンド４階・５階 

お問合せ：0270-23-0535 

編 

集 

後 

記 

詳しくは南関東４競馬サイト：http://www.nankankeiba.com/index.html をご覧ください。 

旧高崎競馬場跡地を利用した場外 

馬券売り場開催日には、高崎駅東口 

から無料シャトルバスを運行 

オートレース場内のモニターで 

ゆったりと競馬を楽しめます 

 

http://www.nankankeiba.com/index.html

